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安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り�

　
今
年
は
、
数
多
く
の
台
風

が
上
陸
し
、
各
地
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
し
て

冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
十

分
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。�

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
そ
れ
を
防
ぎ
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
皆
が
防
災
意
識
を

持
ち
、
家
庭
内
の
防
災
対
策

な
ど
を
日
ご
ろ
か
ら
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。�

　
住
ん
で
い
る
地
域
全
体
が

守
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
自
分

や
家
族
が
安
全
に
な
れ
る
の

で
す
。�

　
安
心
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
、

連
帯
感
を
深
め
ま
し
ょ
う
。�

気象情報にご注意を��
　大雨や台風などの到来する
時期や規模は予測することが
できます。日頃から気象情報
に関心を持ち、特に大雨や台
風が近づいてきたら、テレビ
やラジオ、インターネットな
どの気象情報に十分注意し早
め早めの対策をとりましょう。�

ë万一に備えて避難所を開設�

▲浸水に備えて土のうを準備�

▲災害対策本部を設置し、消防と町職員が警戒態勢をとります�

災害発生時の町の対応�

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り�
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り�

― 

風
水
害
に
備
え
る 

―�

▲大きな被害をもたらした台風23号�

─ H16.10.20　台風23号 ─�
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　災害情報を伝達するため、町内各世帯、
事業所に防災広報無線を設置しております。
アンテナの向きや電池を確認しても聞こえ
ない時には、町生活環境課（内線241）ま
でご連絡ください。�

防災広報無線は聞こえる
ようになっていますか？�

避難場所を知っ
ていますか？�

　荷物は最小限に。リュックサ
ックなど両手が使える背負い式
の物がベストです。�

いざという時の持ち出し
品を準備していますか？�

家の周りは安全ですか？�

　こんな場合は要注意です。�

土砂災害などの前兆を知
っていますか?

○がけからの水が濁る�
○がけに亀裂が入る�
○小石が落ちてくる�

○地面がひび割れる�
○沢や井戸の水が濁る�
○斜面から水が噴き出る�

○下層雲が南から北へ�
　流れる�
○蒸し暑い�
○雲が発生している�

ê大雨 

ê地滑り 

êがけ崩れ 

　家の周りや近所を見回して、危険な箇所はないかチェックしてみましょう。�

貴重品 
□現金�
□預金通帳や有価証券の写し�
□健康保険証の写し・印鑑�
�
食料品 
□飲料水（一人1日3リットル必要）�
□乾パンやクラッカー�
□レトルト食品・缶詰�
　（缶切・ナイフ）�
□粉ミルク・ほ乳ビン�
�
防災用品 
□携帯ラジオ�
□ヘルメット・バール�
□ロープ・ノコギリ�
�

医療用品 
□三角巾・包帯・ガーゼ�
□消毒薬・ティッシュ�
□紙おむつなど�
�
衣料�
□下着（家族分）�
□衣類（長袖のもの）�
□雨具・タオル�
�
燃料・照明器具 
□卓上コンロ�
□マッチ・ライター�
□懐中電灯（予備�
　電池）・ろうそく�

非常時持出袋の中身、家庭での備蓄品のチェック！！�非常時持出袋の中身、家庭での備蓄品のチェック！！�

　家族全員や地域で、災害時
に集合する避難場所内の集合
地点や避難経路、連絡方法な
どを確認しておきましょう。各地区の避難場
所などは、「防災マップ」で確認できます。�

最低�
3日分の�

備蓄を！！�

電線がたるんでいたり、
木の枝が触れていない
か注意する。�

雨どいに土や落ち葉
が詰まって、排水が
悪くなっていないか。�

物干し竿、植木鉢など
が飛ばされないように
屋内に入れる。�

テレビアンテナに支線
を張るなど補強をする。�

家の周りに飛ばされやす
いものがあるときには、固
定したり、屋内に入れる。�

雨戸のない窓やガラス戸
に、板などを打ちつけ、飛
来物による破壊から守る。�

床上浸水に備え家財道
具を2階などに移動する。�

外出はひかえ、家族揃っ
て気象情報に注意する。�

ブロック塀などにひび割
れが入っていないか注意。�

緊急時に備えて非常持出品を点検す
る。停電に備えて、電池の予備補充
や携帯ラジオ、懐中電灯を準備する。�

煙筒の支持補強や屋
根のトタンに破損箇所
はないかチェックする。�

庭木の枝が折れ
かかっていたり、倒
れる心配はないか。�

水の貯めおきや緊
急食品などの用
意をする。�

近所と協力して排水
溝の整備をしておく。�
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高
度
な
科
学
技
術
を
持
つ
原
子
力
研

究
開
発
の
先
進
地
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
大
洗
町
が

持
つ
技
術
力
と
人
材
を
ど
う
生
か
す
か
、

産
学
官
民
の
連
携
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
本
年

一
月
に
「
産
学
官
と
の
連
携
に
よ
る
大

洗
町
振
興
策
検
討
委
員
会
（
以
下
、
委

員
会
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
か

ら
の
答
申
書：

調
査
と
提
言
「
自
然
と

科
学
が
調
和
す
る
大
洗
町
を
目
指
し
て
」

を
受
け
た
「
大
洗
町
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
10
月
24
日
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
基
調
報

告
と
パ
ネ
ル
討
論
に
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
洗
の
文
化

を
紹
介
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

大
洗
荒
磯
太
鼓
の
み
な
さ
ん
の
迫
力
あ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
書
の
概
要
が
藤
井
靖
彦
委
員
長
（
東
京
工

業
大
学
教
授
）
か
ら
基
調
報
告
と
し
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
広
報
お
お
あ
ら
い
10
月
号
に
掲
載
し
た

よ
う
に
、
大
洗
町
の
特
色
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
」

と
「
原
子
力
研
究
開
発
機
関
の
技
術
や
人
材
」
が

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
活

動
主
体
と
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
）を
設
立
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

これからの取り組み�
　フォーラムのパネル討論会に続く意見交
換会「おおあらいの未来：思いつくまま」を開
催し、ご意見をいただきながらNPO設立の準
備作業を進めていく予定です。�
　フォーラム内容やNPO活動にご興味をお
持ちの方のご連絡をお待ちしております。�
大洗町　町長公室�
住所 〒311-1392 大洗町磯浜町6881-275�
電話 267-5111（内線217・218）�
FAX 266-3084�
E-mail：koushitsu＠town．oarai．ibaraki．jp

大
洗
町
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
町
民
が
主
役
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
―

基
調
報
告藤井　靖彦氏



水
素
製
造
な
ど
の
先
端
の
技

術
を
地
域
振
興
に

日
本
原
子
力
研
究
所
と
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
機
構
の
２
法
人
統
合
後

は
水
素
製
造
も
主
要
な
研
究
開
発

テ
ー
マ
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
、

大
洗
町
の
地
域
振
興
に
役
立
つ
と

よ
い
。
特
に
、
観
光
振
興
と
リ
ン

ク
で
き
る
と
よ
い
。

方
向
性
の
提
案
―
―
―
―
―
―

会
場
の
参
加
者
と
小
谷
町
長
も

加
わ
っ
た
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鳥

井
氏
か
ら
方
向
性
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
夢
と
希
望
と
行

動
の
中
核
機
関
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

設
立
す
べ
き
で
あ
る
。

○
観
光
、
漁
業
、
農
業
、
商
工
業

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
（
セ
ク

タ
ー
）の
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望
を
持
ち
寄

る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
夢
と
希
望
を
町
全
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
統
合
し
、
行

動
計
画
を
策
定
す
る
。

○
行
動
の
結
果
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
ら
が

評
価
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
夢
と
希

望
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

石
井
　
和
子
氏
（
大
洗
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
）

大
洗
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
を大

洗
町
で
し
か
買
え
な
い
、
あ

る
い
は
楽
し
め
な
い「
ブ
ラ
ン
ド
」

を
創
造
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、

天
然
塩
の
よ
う
な
海
に
ま
つ
わ
る

商
品
を
開
発
で
き
る
と
、
食
材

（
ア
ン
コ
ウ
、
干
物
な
ど
）
と
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

永
田
　
敬
氏
（
サ
イ
ク
ル
機
構
大

洗
工
学
セ
ン
タ
ー
所
長
、
委
員
会

委
員
、
原
子
力
４
事
業
所
代
表
）

と
思
う
。

産
業
、
大
学
、
行
政
、
一
般
市

民
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
立
場
の
人
が
参
加
（
産
学
官
民

の
連
携
）
し
た
新
し
い
か
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
期
待
し
た

い
。

小
野
瀬
　
忠
良
氏
（
小
野
瀬
建
具

店
）

広
域
的
な
視
点
・
課
題
と
解

決
を
つ
な
ぐ
機
能
を

行
政
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
隣
接
市
町
村
を
含
め
た
広
域

的
な
視
点
も
必
要
。
大
洗
に
長
く

住
ん
で
い
る
と
施
設
の
見
学
会
は

あ
る
が
、
原
子
力
で
生
ま
れ
た
技

術
は
身
近
で
は
な
い
。
課
題
を
吸

い
上
げ
て
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
企
画
調
整
機
能
が
あ
る
と

よ
い
。

行
政
主
体
か
ら
住
民
主
役
へ

過
去
に
も
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
取
組
み
は
数
多
く
あ
っ

た
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
行
政
依
存

意
識
か
ら
抜
け
出
す
必
要
が
あ

り
、
町
民
が
将
来
を
考
え
て
町
民

が
夢
と
意
欲
を
持
っ
て
主
役
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

関
根
　
孝
明
氏
（
南
部
屋
建
築
）

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
達
が

交
流
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

青
年
団
体
連
合
会
の
活
動
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
や
勉
強
会

を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
。さ
ら
に
、

大
洗
町
に
は
海
の
大
学
を
立
ち
上

げ
た
実
績
が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設

立
に
は
、
過
去
の
経
験
が
役
立
つ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
パ
ネ
リ

ス
ト
５
名
が
登
壇
し
、「
大
洗
町

の
課
題
・
ニ
ー
ズ
と
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鳥
井
　
弘
之
氏
（
東
京
工
業
大
学

教
授
・
元
日
本
経
済
新
聞
論
説
委

員
）

技
術
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ

れ
を
活
か
す
発
想
が
大
切

カ
ラ
オ
ケ
を
発
明
し
た
の
は
技

術
屋
で
は
な
い
。
新
し
い
も
の
に

思
い
の
あ
る
人
が
技
術
屋
を
動
か

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
「
思
い
の
あ

る
法
人
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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大洗海の大学「海賊染め教室」�
☆〈海賊染め〉とは？�
　海賊染めとは、大洗の海の生物や海辺に生殖する植物を使った染め物を総称して名づけた名称です。大洗町の
教育委員会が行なっている青少年育成事業の「アイアンキッズ（少年海賊隊）事業」の中から生れた染め物です。�
�
☆染色材料�
〈アメフラシ〉�
　大洗海岸に多く生息している軟体動物。ナメクジに似
たもので巨大。20cm～30cmくらいに育つ。触ると濃い
紫色の液を出す。春から初夏にかけて磯に見られる。�

〈カジメ〉�
　野呂カジメというコンブ科の海藻。太平洋岸の磯の岩
場に生殖する。1～2mくらいに育つ。カジメ風呂などに利
用され、食用にする地域もある。�

〈その他海辺に生殖する植物〉�
たぶの木（くすの木科；フィリピン原産）やラセイタ草（モー
ルのような花が咲く）などの海岸線にしか育たない植物
を使った染め物。�
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大
洗
海
の
大
学
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
は
、

誰
で
も
入
学
で
き
る
体
験
型
の
学

校
で
す
。
大
洗
の
豊
か
な
自
然
と

人
情
に
ふ
れ
、
自
然
を
大
切
に
す

る
心
と
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

育
む
こ
と
を
目
指
し
、
人
々
の
交

流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

【
海
賊
染
め
教
室
】

大
洗
の
海
藻
や
大
洗
の
畑
で
育
て

た
藍
の
乾
燥
葉
で
ハ
ン
カ
チ
や
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
に
絞
り
や
板
染

め
を
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日
（
日
）

10
時
か
ら
正
午

場
所
／
海
の
大
学
研
修
実
習
室

参
加
費
／
２
千
円

対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
の
方

持
ち
物
／
ゴ
ム
手
袋

【
貝
あ
わ
せ
教
室
】

大
洗
特
産
の
大
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻

に
季
節
の
絵
柄
を
描
き
、
芸
術
の

秋
を
満
喫
で
き
る
教
室
で
す
。

日
時
／
11
月
24
日
（
水
）

10
時
か
ら
12
時
30
分

場
所
／
海
の
大
学
研
修
実
習
室

参
加
費
／
千
五
百
円
（
初
回
の
み

２
千
円
）

定
員
／
30
名

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

【
ハ
ゼ
釣
り
初
心
者
教
室
】

え
さ
の
つ
け
方
か
ら
場
所
の
選
び

方
、
安
全
な
釣
り
方
な
ど
基
本
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
釣
っ

た
ハ
ゼ
は
み
ん
な
で
天
ぷ
ら
に
し

て
食
べ
ま
す
。

日
時
／
11
月
23
日
（
火
）

９
時
30
分
か
ら
正
午

場
所
／
涸
沼
川
（
平
戸
橋
下
）

参
加
費
／
千
五
百
円
（
さ
お
レ
ン

タ
ル
代
、
え
さ
代
、
天
ぷ
ら
の
用

具
代
含
む
）

対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
の
方

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

定
員
／
20
名

持
ち
物
／
防
寒
具
、
お
に
ぎ
り
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子

【
満
月
コ
ン
サ
ー
ト
】

満
月
の
日
に
海
か
ら
の
ぼ
る
大
き

な
月
を
鑑
賞
し
、
フ
ル
ー
ト
と
ギ

タ
ー
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

大
洗
の
旬
の
魚
料
理
と
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
「
芸
術
と
味
覚
の
秋
」
を

満
喫
で
き
る
贅
沢
な
企
画
で
す
。

日
時
／
11
月
27
日
（
土
）

17
時
か
ら
19
時
30
分

※
月
の
出
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方

は
16
時
27
分
前
に
お
越
し
下
さ
い

場
所
／
海
の
大
学
　
本
部
キ
ャ
ン

パ
ス
内

参
加
費
／
３
千
円
（
食
事
、
飲
み

物
代
含
む
）

定
員
／
30
名

〒311-1311 茨城県東茨城郡大洗町大貫町1212-57�

大洗町体験活動交流センター内（旧サイクリングターミナル）�

TEL 029-266-3322　FAX 029-267-5417�

E-mail　umi@anco-oarai.org�

URL　http://www.anco-oarai.org

大
洗
海
の
大
学�

　
11
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�
大
洗
海
の
大
学�

　
11
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�
大
洗
海
の
大
学�

　
11
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�

貸
切
教
室
も
で
き
ま
す

ご
希
望
の
内
容
や
日
程
な
ど
ご

相
談
下
さ
い
。



秋季全国火災予防運動�
11月9日～11月15日�

「火は消した？　いつも心に　きいてみて」�
住宅防火　いのちを守る　7つのポイント�

― 3つの習慣・4つの対策 ―�
3つの習慣�
○寝たばこは、絶対やめる。�
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。�
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。�
4つの対策�
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。�
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。�
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。�
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。�
�
（空き地の枯れ草　みんなで注意）�
　空気が乾燥する季節は、たき火などによる枯れ草等の火災が多くなります。�
　空地の所有者の方は確認のうえ、早急に刈り取るようお願いします。�
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INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�
新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査

と
家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

【
家
屋
調
査
】

平
成
16
年
中
に
、
新
築
・
増
築

し
た
家
屋
（
物
置
等
を
含
む
）
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
建

物
図
面
等
の
ご
用
意
も
含
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る

方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
家
屋
滅
失
届
】

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
そ
の
部
分
に
か

か
る
固
定
資
産
税
は
、
次
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
家
屋

滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課（
内
線
１
４
５
）

平
成
16
年
度
個
人
事
業
税
第
２

期
分
の
納
期
は
11
月
22
日
（
月
）

か
ら
11
月
30
日
（
火
）
で
す
。
期

間
内
に
お
納
め
下
さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
水
戸
県
税
事
務

所
@
（
２
２
１
）
４
８
０
０

消
費
税
の
改
正
に
伴
い
新
た
に

課
税
事
業
者
に
な
ら
れ
る
方
は
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
15
年
分
の
課
税
売

上
高
が
５
千
万
円
以
下
の
方
は
、

課
税
売
上
高
か
ら
納
付
税
額
を
計

算
で
き
る
「
簡
易
課
税
制
度
」
の

選
択
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を

選
択
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
消
費

税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
平
成
17
年
分
か
ら
新
た
に
課
税

事
業
者
に
な
ら
れ
る
方
と
は
】

平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
個
人
事

業
者
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

問
合
せ
／
水
戸
税
務
署
個
人
課
税

部
門
@
（
２
３
１
）
４
２
１
１

（
内
線
１
１
２
）

税
務
署
で
は
、
広
く
国
民
の
皆

様
に
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対

す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
11
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
の
期
間
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
し
て
全
国
的
に
各
種
の
行

事
を
行
い
ま
す
。

水
戸
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間

中
、
次
の
場
所
で
税
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

〇
イ
メ
ー
ジ
イ
ン
Ｔ
Ａ
Ｘ
展
（
パ

ネ
ル
・
税
に
関
す
る
標
語
展
）

・
茨
城
県
庁
11
階
ア
ト
リ
ウ
ム

11
月
８
日
〜
11
月
12
日

・
茨
城
県
立
図
書
館

11
月
９
日
〜
11
月
14
日

問
合
せ
／
水
戸
税
務
署
税
務
広
報

広
聴
官
@
（
２
３
１
）
４
２
１
１

届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者
・
ア

ル
バ
イ
ト
・
学
生
・
無
職
の
方
】

・
会
社
に
就
職
し
た
と
き
。

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き
。

【
会
社
員
・
公
務
員
】

・
退
職
し
、
自
営
業
ま
た
は
無
職

に
な
っ
た
と
き
（
社
会
保
険
の
任

意
継
続
制
度
を
利
用
す
る
、
又
は

家
族
の
社
会
保
険
の
扶
養
に
入
る

場
合
も
含
む
）。

・
退
職
し
、
自
営
業
の
方
な
ど
と

結
婚
し
た
と
き
。

【
会
社
員
ま
た
は
公
務
員
の
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
】

会
社
な
ど
に
就
職
し
た
と
き
。

配
偶
者
が
退
職
し
、
自
営
業
ま
た

は
無
職
に
な
っ
た
と
き
。

問
合
せ
／
住
民
課
管
理
係

（
内
線
１
１
５
）

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
期
に
つ
い
て

個
人
事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

「
税
を
考
え
る
週
間
」

11
月
11
日
（
木
）
〜
11
月
17
日
（
水
）

年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に



大
洗
を
題
材
と
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
12
日
（
日
）

13
時
開
場
　
13
時
30
分
開
演

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

@
（
２
６
６
）
２
４
４
２

相
談
日
／
12
月
３
日
（
金
）

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
館
日
／

11
月
15
日
（
月
）
・
22
日
（
月
）

29
日
（
月
）

12
月
６
日
（
月
）
・
13
日
（
月
）
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来
年
の
成
人
式
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

す
。
現
在
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

転
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
成
人
式

に
出
席
希
望
の
方
は
、
11
月
30
日

ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

大
洗
町
成
人
式

日
時
／
平
成
17
年
１
月
９
日（
日
）

13
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係
@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

õ
茨
城
原
子
力
協
議
会
で
は
歌

や
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
放
射

線
に
つ
い
て
や
さ
し
く
学
ぶ
着
ぐ

る
み
劇
「
が
ん
ば
れ
！
ゴ
ロ
ニ
ャ

ン
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
覧
い
た

だ
い
た
お
子
様
全
員
に
記
念
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
５
日
（
日
）

３
回
公
演
①
11
時
〜

②
13
時
〜

10
時
〜
16
時

場
所
／
水
戸
市
三
の
丸
公
民
館

内
容
／
境
界
争
い
、
相
続
・
贈

与
・
売
買
な
ど
の
登
記
手
続
、
抵

当
権
の
抹
消
手
続
、
地
代
家
賃
の

供
託
手
続
、
戸
籍
の
届
出
方
法
、

成
年
後
見
制
度
、
サ
ラ
金
の
取
立

て
、
夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の

問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
Ｄ

Ｖ
問
題
な
ど

問
合
せ
／
水
戸
地
方
法
務
局

@
（
２
２
７
）
９
９
１
１

フ
リ
ー
ト
ー
ク
中
心
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
素
敵
な
出
会
い
、
独
身
男

女
参
加
者
募
集

日
時
／
12
月
４
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
水
戸
市
民
会
館

参
加
費
／
男
性
４
千
円

女
性
２
千
円

申
込
み
／
茨
城
県
立
中
小
企
業
福

祉
セ
ン
タ
ー

@
０
２
９
４
（
３
７
）
３
０
９
６

い
ば
ら
き
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

@
（
２
２
４
）
８
８
８
８

③
14
時
30
分
〜

場
所
／
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

問
合
せ
／
õ
茨
城
原
子
力
協
議
会

@
（
２
８
２
）
３
１
１
１

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

使
用
済
自
動
車
か
ら
の
部
品
取

り
等
は
解
体
行
為
と
な
り
、
10
月

１
日
か
ら
は
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
解
体
業
の
許
可
が
な

い
と
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
生
活
環
境
部
廃

棄
物
対
策
課
施
設
指
導
係

@
（
３
０
１
）
３
０
２
７

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、

人
権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り
扱

う
業
務
全
般
に
つ
い
て
法
務
局
職

員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
料
金
無
料

日
時
／
12
月
５
日
（
日
）

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

平
成
17
年
大
洗
町
成
人
式

着
ぐ
る
み
劇

「
が
ん
ば
れ
！
ゴ
ロ
ニ
ャ
ン
」

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行
に
つ
い
て

人
権
週
間

無
料
法
務
総
合
相
談
所
開
設

は
た
ら
く
男
女
の
ふ
れ
あ

い
パ
ー
テ
ィ
ー

大
洗
ふ
る
さ
と
の
歌
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　今年で10回目を迎える｢東海I～MOのまつり｣は、

東海村の特産品であり、健康食品としても親しまれ

ている｢サツマイモ｣が主役の祭典です。ご家族やお

友達をお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。�

日時／11月23日（火）　午前9時～午後3時30分�

会場／東海文化センター�

内容／�

�

�

�

�

�

問合せ／東海I～MOのまつり運営協議会�

　　　　（東海村経済環境部経済課内�

　　　　@029-282-1711　内線1438）�

①いも菓子実演販売コーナー�

②東海風お好み焼き試食コーナー�

③いものつかみ取りをする｢ジャンジャンどり｣�

④サツマイモの収穫を体験する｢いも掘り探検隊｣�

⑤積み上げたいもの高さを競う｢いも積み競争｣�

⑥キャラクターショーなど�

第10回東海Ｉ～ＭＯのまつり（東海村）�
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大
貫
小
学
校
平
成
15
年
度
卒
業
生

一
同

○
Ｍ
Ｓ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

（
四
十
五
万
円
相
当
）

授
業
、
儀
式
等
の
行
事
用
と
し
て

第
一
中
学
校
平
成
15
年
度
卒
業
生

一
同

○
マ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
プ
リ
ン
タ
ー

（
二
十
七
万
三
千
円
相
当
）

学
校
備
品
と
し
て

南
中
学
校
平
成
15
年
度
卒
業
生
一

同○
魚
類
化
石
・
植
物
化
石
計
４
点

中
学
生
の
学
習
教
材
と
し
て

加
藤
内
科
医
院
長
加
藤
理
さ
ん

○
三
菱
ロ
ー
サ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

（
五
百
五
十
万
円
相
当
）

三
菱
42
型
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

（
七
十
万
円
相
当
）

地
域
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て

三
菱
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
カ
ッ
プ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
基
金

○
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
ル

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
た
め

加
藤
き
よ
み
さ
ん

○
大
型
ブ
ル
ー
ヒ
ー
タ
ー
１
台

（
十
九
万
二
百
五
円
相
当
）

体
育
館
用
備
品
と
し
て

磯
浜
小
学
校
平
成
15
年
度
卒
業
生

一
同

○
テ
ン
ト
１
張
（
十
万
円
相
当
）

運
動
会
等
学
校
行
事
用
と
し
て

わ
ふ
わ
で
遊
ぼ
う
、
体
力
測
定
、

原
子
力
ク
イ
ズ
な
ど

問
合
せ
／
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

@
（
２
６
７
）
８
９
８
９

日
時
／
11
月
20
日
（
土
）

10
時
〜
15
時
30
分

場
所
／
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

内
容
／
工
作
教
室
（
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
）、
ア
ニ
メ
映
画
上
映
、
ふ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

5年目�

毎年�

●従来の検査方式（11条検査）�

●水質を中心とした検査方式�

検査�

協会�

検査�

協会�

各家庭�

各家庭�

送る� 採水�

訪問検査�

訪問�嘱託�
採水員�

2つの検査方式を組み合わせて行われます。�

11条検査方式が新しくなりました。�11条検査方式が新しくなりました。�
◆新11条検査方式とは�
　10人槽以下の浄化槽について、水質・外観・書類検査の3つの要素から成る従来の浄化槽法第11条検査を抜本的に見直し、BODを
主体とする水質検査を先行実施（一次検査）し基準値をオーバーしたものだけ再検査（二次検査）として外観・書類検査を行う検査方式
です。5年目には検査員が直接現場で水質・外観・書類検査を同時に行う検査を実施します。�
�
※BOD（生物化学的酸素要求量）　水中の有機物が微生物の働きで分解されて
いるときに消費される酸素の量で、有機物の汚れが大きくなれば、それだけ酸素要求量が多く
なるので、BODの数値は大きくなり、逆にきれいな水は小さくなります。�

　検査対象を10人槽以下の小規模浄化槽を対象とします。�
�
　協会が定める講習を受けた嘱託採水員が採水業務を代行します。�
�
　生物化学的酸素要求量（BOD）と残留塩素濃度の測定結果から検
査員が検査結果の判定をします。�

�
　毎年1回の嘱託採水員の採水による水質を中心とした検査と、5年
目に協会の検査員が現場で直接行う外観・書類検査を加えた検査
を組合せ、法定検査の客観性を保ちます。�

�
　不正採水防止のためクロスチェックを実施します。�
�
　公平かつ客観的に実施するため審査委員会を設置します。�
�
※これらの法定検査は県知事指定検査機関社団法人茨城県水質保全協会が実施します。�
また、新11条検査方式につきましては、嘱託採水員がいる保守点検業者でも申し込みができ
ます。�
なお、法定検査は有料になります。�

●新11条検査手数料／4，500円�

◆検査の特徴�

◎指定検査機関�

õ茨城県水質保全協会�
水戸市三の丸3丁目11番13号�
総務部：Tel．227-4821／検査部：Tel．227-4836�
Fax．227-4592

茨城県生活環境部廃棄物対策課　Tel．301-3020（直通）�
県北地方総合事務所（環境保全課）　Tel．221-3843（直通）�

浄化槽についてのお問い合わせ・ご相談は……�

4

3

2
1

6
5

新11条検査�
10人槽以下の浄化槽について ――――――――――――――――――――�

※�

大
洗
50
祭

わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４



今 月 の

納

税
国民健康保険税（第5期）
介護保険料（第5期）
下水道受益者負担金（第3期）

納期は11月30日までです。
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町の人口と世帯
（9月末現在）

人　口　19,372人　（－21）

男　　 9,638人　（－04）

女　　 9,734人　（－17）

世帯数　 6,802世帯（＋06）

転入 040人　　転出 062人

出生 011人　　死亡 012人

曜�

火�

金�

土�

日�

日�

23�

26�

27�

12

一　般�

関係者�

有　料�

一　般�

�

ホール�

大会議室�

ホール�

ホール�

�

13:00�

9:00�

13:00�

13:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

�

11�

�

12

鉾田交響吹奏楽団演奏会�

茨城県更生保護女性会中央ブロック研修会�

アニメ映画上映（映光社）�

第2回大洗ふるさとの歌�

開催場所�開始時間� 入場方法�

預金保険の対象となる金融機関�

預金保険制度に関する照会先�

預金等の保護範囲�

○預金保険機構　　　TEL03（3212）6029�
○財務省関東財務局　TEL048（600）1275

○銀行（日本国内に本店があるもの）　　○信用金庫　　○信用組合　　○労働金庫　　○信金中央金庫�
○全国信用協同組合連合会　　○労働金庫連合会�
※農協、漁協、水産加工協等は別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。�

（※2）金融機関が平成15年4月以降に合併を行ったり、営業（事業）のすべてを譲り受けた場合には、その後1年間に限り、�
             当該保護金額が1干万円の代わりに、「1千万円×合併等に関わる金融機関の数」による金額になります。�
             （例えば、2行合併の場合は、2干万円）�
（※3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等も利息と同様保護されます。�

（※1）「決済用預金」とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3条件を備えた預金で当座預金や利息の�
             付かない普通預金が該当します。�

平成17年4月以降は、全額保護される決済用預金（※1）を除き、預金者一人当たり、�
一金融機関毎に元本1干万円までとその利息が保護されます。�

平成17年3月までは、当座預金、普通預金、別段預金については、引き続き全額保護されます。�

知っておきたい預金保護の新しいしくみ�

預
金
保
険
の
対
象
商
品�

対
象
外
商
品�

当座預金�
普通預金�
別段預金�

外貨預金�
譲渡性預金�
ヒット等�

定期預金�
定期積金�
ビッグ�
ワイド等�

平成14年4月～平成17年3月�

全額保護�

平成17年4月～�

利息がつかない等の条件を満たす決済用預金は�
全額保護�

合算して元本1千万円（※2）までとその利息等（※3）を保護�
�

1干万円を超える部分は、破たん金融機関の財産状況に応じて�
支払われます。（一部カットされることがあります。）�

保護対象外�
�

破たん金融機関の財産状況に応じて支払われます。�
（一部カットされることがあります。）�



祝
町
福
祉
の
集
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
か
ら

日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
か
ら
感
謝
状
―
―
―
―

　　　　　　対　象　地　区�

永町（1～13）�

永町（14～16の3）�

桜道�

髭釜町�

寺釜町�

船渡�

蔵前・上宿・中宿�

北清水・南清水・角一・富士見台・前原・原研住宅・�
原研独身寮・サイクル機構夏海寮・東北大寮�

荒谷・浜欠・古宿・上宿・中宿・下宿・矢場・ゆうもあ村�

ひぬま苑・干拓・松川地区�

神山・川口�

　 場　　　所�

永町会館�

堀割集会所�

桜道集会所�

寿集会所�

寺釜堀川集会所�

船渡集会所�

大貫集会所�

角一集会所�

�

農業会館�

松川集落センター�

神山集落センター�

開　催　日　�

11月15日（月）�

16日（火）�

17日（水）�

18日（木）�

24日（水）�

25日（木）�

29日（月）�

30日（火）�

�

12月 1日（水）�

2日（木）�

3日（金）�

時　間／午後7時から午後9時�

町政懇談会日程�

10
月
24
日
（
日
）
祝
町
小
学
校

に
お
い
て
地
域
の
福
祉
活
動
の
向

上
を
目
指
す
祝
町
福
祉
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
相
談
や
祝
町
幼
稚
園
、
小

学
校
、
祝
町
い
き
い
き
会
の
発
表

会
、農
産
品
の
販
売
、チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
な
ど
手
作
り
の
催
し
で

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
祝
町
支
部

は
、
地
域
全
体
が
家
庭
の
よ
う
に

結
び
つ
き
、
地
域
発
の
明
る
く
未

来
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
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産
学
官
の
連
携
で
地
域
に
新
し
い
風
を

原子力研究機関及び大学の技術力や人材を活用し
たまちづくりを推進するための「産学官との連携に
よる大洗町振興策検討委員会」の答申をうけ、現状
と課題をふまえて具体的な作業を進めていくために
話し合う、大洗町活性化フォーラムを開催し300人
余の方々にご参加いただきました。
先端科学の一翼を担う知的集団である原子力機関

は、特許などの知的財産を有し、また優れた人材も
数多く存在し、原子力と関連している大学も含めて
の連携による効果は産業振興にとどまらず、文化、
まちづくり、人材育成など、幅広い分野で活性化の
原動力として期待されております。
例えば、短期間に品質の安定した水産加工品製造

を可能にする核燃料サイクル開発機構の温度・圧力
の制御技術や、家電等の絶縁体の耐熱性能を飛躍的
に向上させた日本原子力研究所が開発した放射線照
射技術などの事例、次世代エネルギーと期待されて
いる水素製造研究が日本原子力研究所及び核燃料サ
イクル開発機構で行われており世界のトップランナ
ーとして注目を集めているところです。
このような他の地域にはない知的財産を活かし、各種産業と結

び付け、いかに具現化していくかが私たちに課せられた課題であ
ります。連携によって生まれるノウハウを活性化促進へのエネル
ギーとし、観光と地域産業に高い次元でマッチングした地域づく
りを進めてくため、ＮＰＯの設立を目指し、今後は「おおあらい
の：未来思いつくまま」と題し意見交換をもっと活発化し事業展
開を呼びかけてまいります。
そして、地域に新しい風を吹き込み、地域コミュニティーの活

性化、子供たちの科学する心の育成など、さまざまな場面におけ
る元気づくりへの追い風としていきたいと考えております。
多くの町民の方々の積極的なご参加によりさまざまなアイディ

アが生まれ、その奥行きと幅を広げていけるようともに力をあわ
せて我が町の元気づくりに向け努力していきましょう。

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
に
お
い
て
、
６
個
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本
中
に
夢
と

希
望
を
与
え
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

大
洗
町
で
合
宿
し
た
選
手
た
ち

が
２
０
０
４
年
の
元
旦
に
大
洗
の

海
で
勝
利
祈
願
を
し
て
い
る
テ
レ

ビ
映
像
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
、
財
団
法
人
日
本
レ

ス
リ
ン
グ
協
会
か
ら
小
谷
隆
亮
大

洗
町
長
と
田
山
東
湖
茨
城
県
議
会

議
員
に
対
し
、
選
手
の
強
化
育
成

に
対
す
る
功
績
に
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

みなさんからのご意見ご提言を
まちづくりに活かします
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「赤ちゃんの体の成長にミルクが必要なように、赤
ちゃんのことばと心を育むためには、あたたかなぬ
くもりの中で優しく語り合う時間が大切です。」ブ
ックスタート支援ボランティア「いないいないばあ」
の皆さん

ブックスタート
心安らぐ子育てを応援

10月2日（土）第55回茨城県消防ポンプ操法競技大会東
茨城地区大会が茨城県立消防学校において行われ、大洗町消
防団第5分団が見事優勝の栄誉に輝きました。
第5分団はこの大会に向けて夏場から訓練を開始。毎朝5

時から7時まで練習を積んできました。
大会では6名の選手たちがきびきびとした動きでポンプ車

からの放水、ホースの延長などを披露しました。
また、優勝を記念して大貫町商店街をパレードし、2年ぶ

りの快挙を祝いました。
第5分団出場選手
指揮者　田山　博貴（寺釜10区）
１番員　秋山　裕之（寺釜9区）
２番員　鴨川　貴幸（船渡4区）
３番員　田山　正人（寺釜4区）
４番員　田山　一暁（蔵前3区）
補助員　落合　正実（桜道8区）

消防ポンプ操法競技大会
東茨城地区大会第五分団が優勝

県内中学生を対象とした少年の

主張大会において、南中学校2年の

門脇匠さんが1万5千点を超える主

張文が寄せられた中から優秀賞に

入賞しました。

南中の全校集会において、その

主張が述べられ、病気に負けない

姿勢を主張するその素晴らしい内

容に生徒、先生皆が感動していま

した。

少年の主張県大会で
優秀賞を受賞
南中学校2年　門脇匠さん

10月21日（木）にブックスタート事業開始式が保健
センターで行われました。
ブックスタート支援ボランティア「いない　いない

ばあ」が健診に参加した赤ちゃんと保護者に、「赤ちゃ
ん向けの絵本」や赤ちゃんと本を楽しむ際のアドバイス
集、福祉作業所しおかぜで製作したよだれかけなどの入
ったパックを手渡し、赤ちゃんと本の時間を持つことの
楽しさや大切さについて説明しました。


